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１ はじめに
    (平成  ) 年６月  日､ 文部科学省は､ 大学に
おける教職課程の質の向上をねらいとし､ 教職課程の必
修科目として ｢教職実践演習 (２単位)｣ を新設するこ






















変化を鑑み､ その変化にも対応できる ｢生きる力｣ を基
本とした方向への学校教育の転換を打ち出した｡ また､
それに伴う教員養成カリキュラムの見直しを提言した｡










ため､ ｢教職に関する科目｣ として新たに ｢総合演








この ｢総合演習｣ においては､ (中略) 選択的に
テーマを設定した上で､ ディスカッション等を中心
に演習形式の授業を行うものとする｡ 授業方法につ




A Study of Linguistic Practice in a Teaching Profession Practice Exercise
in terms of the Possibility and Limit
山 田 丈 美
Takemi YAMADA
文部科学省は､     年度より ｢教職実践演習｣ を大学・短大の教職課程に新設・必修化する方針を固めた｡ この科
目は教育者としての資質を最終確認する場として､ ４年次に位置づけられている｡ この科目の内容として扱うべき事
項を明確にすることは､ 教員養成のねらい､ 到達点を明らかにすることにもなる｡ すでに先行的に取り組んでいる大
学の例をふまえながら､ 本学の場合について考察する｡ 特に､ 現場での教育活動において非常に重要となる言語的実
践を柱として検討する｡










































































３ 入り口 ｢教職入門｣ と出口 ｢教職実践演
習｣ との対応関係
教員養成の出口にかかわる科目が ｢教職実践演習｣ と

















































































｢総合演習｣ が廃止され､ ｢教職実践演習｣ が新設される
という意味では､ ｢総合｣ から ｢実践｣ への転換ととら
えられなくもない｡ しかし､ 実践を支える土台としての
総合的な能力､ 梶田の言う ｢人間力｣ は見逃してはなら
ない｡























なす｣､ ひいては ｢処理する｣ という感覚で動いていて
は､ 教師としての創造的な喜びはなくなる｡ これは､ 教
員養成課程の最終段階での教職実践演習においても同様































５－１ 新学習指導要領における ｢言語環境の整備｣ と
｢言語活動の充実｣
小学校現場の教育課程の基準となる学習指導要領    年
版 ( 月告示) の場合を見てみることとする｡ 『小学校
学習指導要領解説 総則編 (平成  年８月 文部科学
省)』 における ｢第１章 総説 １改訂の経緯｣ では､
今回の学習指導要領改訂の基盤となった平成  年 月
の中央教育審議会答申 ｢幼稚園, 小学校, 中学校, 高等
学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について
(答申)｣ について触れられている｡ 答申の ｢５. 学習指







○ 第一は､ 自分に自信がもてず､ 将来や人間関係
に不安を感じているといった子どもたちの現状を踏










また､ 同じく答申の ｢５. 学習指導要領改訂の基本的


















と述べられている｡ また､ ｢第４ 指導計画の作成等に
当たって配慮すべき事項｣ ２ ( ) では､ ｢各教科等の指













































































































小学校の教育活動は､ 授業､ 学級経営､ 児童や保護者
とのコミュニケーション・教員同士のコミュニケーショ
ン等､ すべてが言語を土台として行われる｡ まずは､ 基
礎的な言語技術を習得し､ 言語的実践へとつなげていき


























































日程の確保はしやすい｡ しかし､ それで果たして､ 教職
実践演習ねらいや目的が達成できるであろうか｡ ｢教職
実践演習 (仮称) について｣ の ｢１. 科目の趣旨・ねら



















標 (内容)｣ の表現は､ どの回も大変抽象的で概念的で
ある｡ そのため､ 具体的内容がイメージできにくい｡
例えば､ 第１回の ｢教師論①望ましい教師像｣ では､















































講義､ グループ考察､ グループ討議､ グループ活動､ グ






















































































































































(７) 森山賢一 『総合演習の理論と実践』 学文社     
年   頁
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(  ) 時枝誠記 『改稿 国語教育の方法』 有精堂     
年   頁
(  ) 同上   頁～  頁
(  ) 佐伯胖・藤田英典・佐藤学編 『言葉という絆 [シ















５. 卒業時における ｢教職実践演習｣ 新設・必修化
    年度シラバス
(  ) 鹿島和夫 ｢言葉で結ばれる人間関係｣
(  ) に同じ   頁
(  ) 同上   頁
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